
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 11 回 拡大理事会  

日 時 平成 29 年 2 月 18 日 12：00～14：10 

場 所 深江公民館 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎、 

永木照彦、浦川純二、小柳 傑、志岐浩二、大石勝規 

監事：柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

部長・副部長：坂井孝行、笹原順哉、松尾晶子、長谷川隆史、西 啓太、野中政孝、 

山内 満、本田有一、有村圭司、林勇一郎、岩佐恭平、當麻俊久、仲宗根歩 

地区代表・地区副代表：秀嶋敏和、山下 均、野口浩孝、山田宏美 

委員会：城田律子、宝田圭子 

書記：東将洋、眞壁和子 

 

２．理事会議題と決定事項 

１）審議事項 

（１）平成 29 年度事業計画について 

資料に沿って各理事・部長・地区代表・委員会より説明があった。審議の結果、承認された。 

（２）管理者研修会における士会長推薦について 

管理者研修会(初級)を開催する際、管理者証明申請書にて士会長推薦を必要とする会員に対し、今後

も理事会審議の上、推薦書を発行する流れで問題ないか確認したい。申請基準の 5 年以上管理職につい

ているという年数及び主任以上という文言が削除された。新規申請の場合、申請後の近々で理事会があ

れば理事会にて審議。間があいていれば和仁会病院(事務局長)へ連絡を行う。審議の結果、承認された。 

（３）管理者研修会における士会長推薦に関して（管理者証明申請書の申請について） 

管理者研修会(初級)を受講する意思で 1 名の管理者証明申請書の申請があったため審議をお願いした

い。最低限の新人教育プログラム終了、今回は主任の経験年数が少ない為、前職場の推薦があれば推薦

規定作成後、承認予定。審議の結果、今後は推薦規定作成し申請は保留となった。 

（４）平成 29 年度 学術研修会案について 

平成 29 年度学術研修会について、講師として竹井仁先生(首都大学東京)をお招きし、「臨床で役立つ

筋膜へのアプローチ」と題し開催する案が挙がっている。謝礼について予算超過及び講師の確保できる

日程が計画日のみ(九州 PTOT 学会と重複)を審議して頂きたい。講義の内容として実技メインで理論を

含め実技の内容を予定中。長崎県理学療法士協会の規定に沿って謝礼することが前提だが長崎県の謝金

規定を他県と比較し確認する必要もある。審議の結果、見直しとなった。 

（５）平成 28 年度介護保険研修会の件について 

今年度予定中の介護保険部研修会テーマが「新しい介護予防・日常生活支援総合事業におけるリハ専

門職の役割を考える．」となっている。関連団体である長崎県リハビリテーション支援センターにおいて

も介護予防研修会を企画しており、類似した研修会となるため（公社）長崎県理学療法士協会介護保険

部の共催という形をとれないか、審議いただきたい。なお長崎県リハビリテーション支援センター事務

局へは確認し共催可能の返事を頂いている。審議の結果、承認された。 

（６）総務部 インターネット契約について 

総務部で使用中のインターネット通信速度が遅く添付ファイルの送受信に支障をきたしている為、速

いものへ変更を審議頂きたい。審議の結果、承認された。 

（７）「ブロック内への生涯学習担当者配置」について 

平成 29 年度より各地区の研修会において、新人教育プログラム及び認定・専門 PT ポイントの付与が

可能となることを考慮し、生涯学習部との円滑な連携と申請業務等を行うため、各地区で配置されてい

る役員とは別に各地区にて、新たに担当を選出または各地区に配置されている学術研修係に担当を依頼

したい。審議の結果、承認された。 

（８）「推進リーダー制度(地域包括ケア/介護予防)の会員の申請状況」について 

資料の回覧が行われ、審議の結果、承認された。 

（９）「新入会会員承認の件」について 

審議の結果、承認された。 

 

 



２）報告事項 

（１）平成 29 年度予算案について 

事業計画が未提出の場合、毎月行事の有無を確認する為、未提出の部や地区は早めに総務部へ提出を

お願いしたい。 

（２）『訪問・小児 MAP 追跡調査アンケート』について 

平成 28 年 7 月 23 日に島原市にて開催され、参加者は 180 名であった。反省点は各ブースの配置が悪

く、順序良く回すことが困難だった点とブース毎の人数調整の 2 点であった。 

（３）理学療法週間事業「第 4 回長崎県理学療法士協会杯中学校女子バスケットボール長崎西彼地区大

会」の事業終了報告』について 

平成 28 年 8 月 21 日に西海市立西海中学校体育館にて開催した。9 校が参加し女子中学生が 80 人、保

護者、顧問、指導者が 50 人の約 130 人、協力スタッフが 18 人であった。来年の開催依頼も受けてい

る。 

（４）JPTA「介護予防・健康増進キャンペーン」の件について 

平成 28 年 9 月 4 日の日本理学療法士協会事務局長会議で、統括マネージャーと各都道府県に都道府県

マネージャーを設置し、介護予防・健康増進キャンペーンを全国展開していきたい話があった。 

 

（５）長崎県理学療法士協会 新ホームページ開設について  

今年度ホームページを大きく刷新し、10 月 1 日のオープンを予定している。 

（６）日本理学療法士協会より不祥事例の収集システムの提案について 

JPTA では、不祥事が発生した場合、懲戒委員会が開催され、厳重注意、戒告、会員権利の 2 年以内

の停止、退会勧告のいずれかの処分となる。懲戒委員会は裁定結果を 180 日以内に協会会長に知らせ、

JPTA 協会長は被処分者に対して懲戒処分書、その理由書を交付して告知する。そして該当する県士会

会長に通知する。 

（７）平成 28年度上半期事業報告・下半期事業計画について 

    各部、各地区から上半期事業報告・下半期事業計画について説明があった。 

（８）その他 

①認知症の人と家族への援助をすすめる全国研修会 in 長崎について 

②第 1 回長崎県がんリハビリテーション研修会開催のお知らせについて 

平成 29 年 1 月 28 日、29 日長崎大学病院にて開催する。グループワークのファシリテーターは検討中だ

が、メンバーは長崎の先生が中心となる予定。 

③介護認定審査会の任期変更について 

厚生労働省と老健局の局長から任期を、現在の 2 年から 3 年へという依頼があった。三役では、各市町

の意見、要望に合わせて対応するということで検討している。各地区で介護保険認定審査会などの会員に

なる場合は、なるべく NPTA の推薦という形を取るようにとのことだった。 

（９）総括 

１点目：各組織でのネットワークづくりと各町・地区での連携も構築し、会員からの要望を受け入れつ

つ、所属長会議などを通じてトップダウン形式で情報を伝達していきたい。 

２点目：事務局機能の強化の件について、現在は週 2 回のパート雇用に留まっているが、本来は常勤を

雇った上で、事務作業、財務系の分野でも担当部局の負担を軽減していきたいと考えている。今後、下半

期でもう一回拡大理事会があるので、様々なご意見をいただきたい。 

 


